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１. 信州大学医学部附属病院における看護師特定行為研修の教育理念 

 本院は、診療・教育・研究を遂行する大学病院としての使命を有し、また患者さんの

人権を尊重した先進的医療を行うとともに、次代を担う国際的な医療人を育成すること

を理念に掲げています。長野県唯一の大学病院として、本学の関連部局と連携した高度

実践的看護臨床教育を通して、地域医療の質向上を目指しています。 

本研修では、特定行為研修を修了した看護師が、急性期医療及び地域医療の現場に

おいて、特定行為を行う看護師としての社会的責任と役割を自覚しながら、チーム医

療のキーパーソンとして高度な臨床実践能力を発揮し、新たな看護の発展に寄与する

ことの出来る看護師を育成します。 

 

２．信州大学医学部附属病院における看護師特定行為研修の目的 

特定行為に必要な知識及び技術を教育し、急性期医療及び地域医療の現場において、医療

安全に配慮しつつ、高度な看護実践を通じて社会に貢献できる看護師を育成する。 
 

３．信州大学医学部附属病院における看護師特定行為研修の教育目標 

1） 急性期医療及び地域医療の現場において、当該特定行為を行う上での知識、技術及び態 

度の基礎的能力を養う。 

2） 急性期医療及び地域医療の現場において、患者の安心に配慮しつつ、必要な特定行為を 

安全に実施できる基礎能力を養う。 

3） 急性期医療及び地域医療の現場において、問題解決に向けて多職種と効果的に協働でき 

る能力を養う。 
 

４．研修の概要 

本院は高度急性期医療、とくに周術期医療や重症集中医療を提供する医療機関であ

ることから、現場で重症化の予防や、早期発見から迅速な対応を可能とする行為を中

心に選択した「術中麻酔管理領域パッケージ」の研修を実施します。 

 

５． 本院における看護師特定行為研修の特色  

本院に所属する各学会認定の指導医・専門医資格などを有する医師及び特定行為研修修

了者による演習、実習を行います。共通科目・区分別科目共に、講義は学習時間を問わない

e-ラーニングを活用し、勤務と両立しやすくすると共に、定期的に指導者との集合研修を組

み合わせることで、受講生が安心して学習を進めることができるようにカリキュラムを作

成しています。区分別科目における臨地実習は、本院の手術室または集中治療室での実習を

予定しています。学習効果が高まるように学習環境を整備すると共に、受講生と指導者をサ

ポートするために専任のコーディネーターを配置しています。 
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６． 研修内容と時間数 

1）共通科目：特定行為区分別に共通して必要とされる能力を身に付けるための科目 

科目 
時間数 

 
講義 演習 実習 評価 合計 

臨床病態生理学 29 1  1 31  

臨床推論 26.5 16 1 1.5 45  

フィジカルアセスメント 17.5 8.5 13.5 5.5 45  

臨床薬理学 32.5 11.5  1 45  

疾病・臨床病態概論 37 3  1 41  

医療安全学/特定行為実践 24.5 14 4.25 2.25 45  

合計 167 54 18.75 12.25 252  

※講義は学研メディカルサポートの e-ラーニングを受講 

※演習・実習等は集合形式で実施 

 

2）区分別科目：各特定行為に必要とされる能力を身に付けるための科目 

特定行為区分 
時間数 

 
講義 演習 実習 評価 合計 

呼吸器（気道確保に係る

もの）関連 
8 ― 5症例 1 9＋5症例  

呼吸器（人工呼吸療法に

係るもの）関連 
12.5 3 各 5症例 1.5 17＋各 5症例  

動脈血液ガス分析関連 11.5 ― 各 5症例 1.5 13＋各 5症例  

栄養及び水分管理に係る

薬剤投与関連 
9 1 5症例 1 11＋5症例  

術後疼痛管理関連 5.5 1.5 5症例 1 8＋5症例  

循環動態に係る薬剤投与

関連 
8.5 2 5症例 1.5 12＋5症例  

※講義は学研メディカルサポートの e-ラーニングを受講 
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７． 研修期間 

2025年 10月 1日 ～ 2026年 9月 30日  1年 

※所定の期間内に修了要件を満たさなかった場合、最大1年間延長することができます。 

 

 

８． 修了要件 

 本研修を修了するためには、次の条件を満たす必要があります。 

1） 共通科目をすべて履修し、科目修了試験に合格すること。 

2） 1）修了後、術中麻酔管理領域パッケージの区分別科目を履修し、筆記試験及び一部の

科目では実技試験（OSCE）に合格すること。 

3） 臨地実習において、各行為 5症例を経験し、観察評価にてすべてが A評価（一人でで

きる）となること。 

4） 臨地実習終了後、区分別科目の修了試験に合格すること。 

※修了認定は、特定行為研修管理委員会で行い、修了者には修了証を交付します。 

 

 

９． 応募資格 

 次の各号に定める要件をすべて満たしていることが必要です。 

1）看護師免許を有する。 

2）看護師免許の取得後、通算５年以上の看護実務経験を有し、日本看護協会における 

クリニカルラダーⅡ相当の者。 

3）所属施設の看護部長の推薦を有すること。 

4）研修修了に必要な出席日数及び学習時間を確保できる。 

5）所属施設において、特定行為を行い、看護の発展と社会貢献に意欲があること。 

6) 賠償責任保険にご自身で加入していること。 

7) 履修免除については、他指定研修機関での履修を証明するものとして、特定行為研修

修了証（写）及び受講済みの区分別科目のシラバスが確認できること。 

 

 

10．定員 

  6名 

 

 

11. 出願手続きに関すること 

  1) 出願期間：2025年 7月 22日（火）～2025年 8月 1日（金）必着 

  2）提出書類 

   信州大学医学部附属病院ホームぺージ（https://wwwhp.md.shinshu-u.ac.jp/） 

   「お知らせ・医療関係者」2025年 6月○日掲載、【令和 7年度 10月開講 看護師 
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   特定行為研修 受講者募集】より必要書類をダウンロードしてください。 

   （信州大学医学部附属病院 在籍者には本人宛にメールで送付します。） 

   （提出された書類は返却いたしません） 

① 志願書（別記様式 1） 

② 履歴書（別記様式 2） 

③ 志願理由書（別記様式 3） 

④ 推薦書（別記様式 4-1または 4-2） 

⑤ 看護師免許（写） A４サイズで印刷し提出してください。 

⑥ 緊急連絡先届（別記様式 5） 

※区分別科目のみ受講を希望するもの 

出願提出書類上記①～⑥の他、下記⑦～⑨の指定のものを提出してください。 

1）共通科目のみ修了している場合  

⑦ 共通科目の修了がわかるもの 

     2）パッケージの中の一部を修了している場合 

⑧ 特定行為研修修了証（写） 

⑨ 受講済みの区分別科目のシラバス 

  3）送付先 

    〒390-8621 長野県松本市旭 3-1-1 

     信州大学医学部 臨床研修係 看護師特定行為研修担当 

    ＊「特定行為研修受講申請書類在中」と朱書きし、必ず、「簡易書留」で送付し

てください。 

 

 

12.選考方法 

書類選考により行います。 

選考結果については、2025 年 9 月 12 日（金）までにご本人宛で簡易書留にて発送致し

ます。なお電話、FAX、メール等による合否のお問い合わせの対応はいたしません。 

 

 

13.研修手続きと受講料について 

受講予定者に受講案内手続きについての詳細をご案内します。なお受講手続き期間及び 

受講料については下記のとおりです、受講料（消費税込）は、受講手続き期間内に、本院

から送付する振込依頼書に基づき、振込み願います。 

 1）受講手続き期間 2025年 9月 16日（火）～2025年 9月 24日（水） 

 2）受講料（消費税込） 合計額  825,000円  

  【内訳：入講料 50,000円 共通科目 460,000円 区分別科目 315,000円】 

   ※受講料は合計額を一括でお支払いください。 

   ※納めた受講料は原則として返還しません。 
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   ※振込手数料はご負担お願いします。 

   ※受講料 振込先 銀行名 ：八十二銀行 信州大学前支店 

            口座名義：コクリツダイガクホウジンシンシュウダイガク 

            口座番号：普通 0685812 

   ※研修期間中において任意保険（看護師賠償責任保険）への加入を必須とします。 

   ※研修のための宿泊及び交通費等は各自にて実費負担となります。 

3) 区分別科目のみ受講を希望する場合の受講料  

      ① 入講料 50,000円（消費税込） 

   ② 希望する特定行為の受講料（以下の区分別科目受講料一覧表参照） 

 

  【区分別科目受講料一覧表】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14.個人情報の取り扱いについて 

  信州大学医学部附属病院では「個人情報保護に関する法律」を遵守し、個人情報の適正

な取り扱いに努め、安全管理のために必要な措置を講じております。出願および受講手続

にあたって提供いただいた個人情報は、選考試験の実施、合格発表、受講手続き、履修関

係等の必要な業務において使用させていただきます。なお、本院が取得した個人情報は、

法律で定められた適正な手続きにより開示を求められた場合以外に、本人の承諾なしに第

三者へ開示・提供することはありません。 

 

 

 

区分別科目 特定行為 
受講料   

（消費税込） 

呼吸器（気道確保に係る

もの）関連 

経口用気管チューブ又は経鼻用気管

チューブの位置の調整 
40,500 円 

呼吸器（人工呼吸療法に

係るもの）関連 

侵襲的陽圧換気の設定の変更 
76,500 円 

人工呼吸器からの離脱 

動脈血液ガス分析関連 直接動脈穿刺法による採血 
58,500 円 

橈骨動脈ラインの確保 

栄養及び水分管理に係る

薬剤投与関連 
脱水症状に対する輸液による補正 49,500 円 

術後疼痛管理関連 硬膜外カテーテルによる鎮痛剤の 

投与及び投与量の調整 
36,000 円 

循環動態に係る薬剤投与

関連 

持続点滴中の糖質輸液又は電解質 

輸液の投与量の調整 
54,000 円 
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15.研修受講生の日程（目安） 

2025年 10月 2日（木） 入講式・オリエンテーション 

2025年 10月 3日（金）～ 共通科目受講開始 

2026年 4月  共通科目修了判定 

2026年 4月  区分別科目受講開始 

2026年 5月 区分別科目 OSCE 

2026年 6 月 ～ 7月  区分別科目臨地実習 

2026年 9月 区分別科目修了判定・修了式 

  

1）共通科目受講期間は、本院看護師特定行為研修学習室（看護部ラボラトリー）にて、

本院指導者による演習・実習を連続した日程で行う予定です。 

2）共通科目および区分別科目の講義は e-ラーニングを主としています。 

 3）区分別科目における臨地実習は、本院の手術室または集中治療室での実習を予定して

いますが、所属施設で行うことも可能です。その際は、申請手続きが必要となりますの

で、早めにご相談ください。臨地実習期間は 2週間程度を予定しています。この期間内

に必要な症例数の経験が満たされなかった場合は、追加実習となります。 

 

 

16.お問い合わせ先 

  〒390-8621 長野県松本市旭 3-1-1 

  信州大学医学部 臨床研修係 看護師特定行為研修担当 

   電話：0263-37-3050 

   受付時間：9時～17 時   


